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「
世
紀
」
は
一
九
三
四
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
淀
野
隆
三
「
文
芸
時
評
」
が
〈
文
芸
復
興
に
就
い
て
〉・〈
二
三
の
作
品

そ
の
他
〉
か
ら
成
り
、
ま
た
同
人
の
過
半
数
が
参
加
し
た
「
文
芸
座
談
会
」
の
ト
ピ
ッ
ク
が
〈「
文
芸
復
興
」
に
就
い
て
〉・

〈
作
家
の
生
活
に
就
い
て
〉・〈
詩
の
問
題
に
つ
い
て
〉・〈
批
評
の
問
題
〉
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
文
芸
同
人
誌
の
特
色
を
知

る
指
標
と
な
る
。
出
発
期
の
同
人
を
列
挙
す
れ
ば
、
主
に
「
青
空
」「
小
説
」「
麒
麟
」
か
ら
合
流
し
た
浅
沼
善
美
・
浅
見
淵
・

青
柳
瑞
穂
・
飯
島
正
・
緒
方
隆
士
・
尾
崎
一
雄
・
小
田
嶽
夫
・
川
崎
長
太
郎
・
北
川
冬
彦
・
蔵
原
伸
二
郎
・
古
木
鉄
太
郎
・

竹
内
道
之
助
・
田
畑
修
一
郎
・
外
村
繁
・
中
谷
孝
雄
・
丸
山
薫
・
三
好
達
治
・
淀
野
で
あ
り
、「
編
輯
後
記
」
で
は
「
同
人
二

十
人
、
我
々
は
必
ず
し
も
文
学
上
の
主
義
主
張
を
同
じ
く
す
る
者
で
は
な
い
」
が
、「
今
日
リ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
が
わ
が
文
壇

の
重
要
な
る
関
心
事
」
で
あ
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
淀
野
は
、「
文
芸
復
興
」
の
呼
び
声
か
ら
半
年
以
上
が
経
つ
現
在
、

「
文
學
界
」「
文
藝
」「
行
動
」
や
多
く
の
同
人
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
世
紀
」
も
含
ま
れ
る
こ
と
も
確
か
だ
が
、

出
版
に
目
を
移
せ
ば
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
・
チ
エ
ホ
フ
・
ジ
イ
ド
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
・
ゴ
ー
ゴ
リ
な
ど
海
外
文
学
の
全
集
が
次
々

と
刊
行
さ
れ
「
真
面
目
な
読
者
」
に
売
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
「
文
芸
と
そ
の
読
者
公
衆
の
間
」
を
考
え
る
糸
口
が
あ
る

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、「
世
紀
」
を
牽
引
す
る
淀
野
自
身
が
プ
ル
ー
ス
ト
を
始
め
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
翻
訳
者
で
あ
り
、

多
数
の
海
外
文
学
を
刊
行
す
る
三
笠
書
房
が
同
誌
の
発
行
元
で
あ
る
こ
と
と
繋
が
る
。

　

ま
た
淀
野
が
北
川
ら
と
共
に
急
激
に
左
傾
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
所
属
し
た
過
去
を
持
ち
、「
文
芸
復
興
」
を
「
読

者
」
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
に
飽
き
て
来
た
」
末
路
と
捉
え
る
こ
と
を
拒
む
態
度
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、

和
田
伝
「
村
の
次
男
」（「
改
造
」
一
九
三
四
・
三
）
の
「
読
者
は
作
者
の
同
情
に
導
か
れ
て
、
農
民
の
苦
し
み
を
じ
つ
く
り

と
味
わ
う
」
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
り
、「
文
芸
復
興
座
談
会
」（「
文
藝
春
秋
」
一
九
三
四
・
三
）
に
お
け
る
佐
藤

春
夫
の
「
歴
史
物
を
書
か
ざ
る
を
得
な
い
」
の
言
に
強
く
拘
泥
す
る
の
で
あ
る
。
座
談
会
で
口
火
を
切
る
の
も
淀
野
だ
が
、

「
文
芸
復
興
」
に
つ
い
て
、
や
は
り
「
文
学
者
の
生
活
」・「
社
会
の
動
向
と
文
学
と
の
関
聯
」
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の

問
題
」
へ
と
繋
が
る
よ
う
に
促
す
。
し
か
し
淀
野
の
気
負
い
を
尾
崎
や
川
崎
ら
が
は
ぐ
ら
か
し
て
い
く
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、

結
局
は
外
村
に
「
正
し
」
さ
と
し
て
の
み
回
収
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
齟
齬
は
〈
詩
〉
を
め
ぐ
る
淀
野
・
北
川
と
三
好
・

中
谷
の
対
立
に
お
い
て
よ
り
明
瞭
と
な
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
青
春
を
共
有
し
た
「
青
空
」
の
記
憶
、
夭
折
し
た
梶
井
基
次

郎
の
影
を
想
起
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
実
際
、「
世
紀
」
誌
上
で
は
梶
井
の
全
集
の
広
告
の
み
な
ら
ず
多
く
の
追
憶
が
掲
載
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さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
�
梶
井
�
像
は
、
六
月
号
の
「
虚
構
」（
中
谷
）
と
一
一
月
号
の
「
感
情
の
リ
ア
リ
テ
」（
淀
野
）
の

間
で
揺
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

五
月
号
で
は
、「
文
芸
復
興
」
の
内
実
を
問
う
か
の
よ
う
に
、
同
人
で
分
担
し
て
「
創
作
時
評
」
を
始
め
る
。「
改
造
」「
行

動
」（
尾
崎
）、「
文
藝
春
秋
」「
文
藝
」「
三
田
文
學
」（
中
谷
）、「
世
紀
」「
中
央
公
論
」「
新
潮
」（
浅
見
）、
同
人
雑
誌
評
（
外

村
）
だ
が
、
こ
こ
で
「
世
紀
」
を
メ
ジ
ャ
ー
誌
に
並
べ
る
野
心
は
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
時
評
に
お
い
て
、
尾
崎
は
「
鷭
」（
一

九
三
四
・
四
）
を
取
り
上
げ
、
太
宰
「
葉
」
の
「
自
我
の
感
傷
」・「
自
我
の
高
揚
と
陥
没
の
交
錯
」
を
好
意
的
に
紹
介
す
る
。

同
月
号
に
淀
野
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
に
就
い
て 　
　

『
枯
木
の
あ
る
風
景
』　
　
 
」
を
書
き
、
宇
野
浩
二
／
フ
ロ
ベ
ー
ル
の

「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
対
抗
す
る
は
ず
の
武
田
麟
太
郎
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
死
角
を
見
出
し
、
却
っ
て
宇
野
か
ら
学
ぶ
べ
き

点
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
六
月
号
も
引
き
続
き
「
改
造
」「
行
動
」（
丹
羽
）、「
中
央
公
論
」「
文
藝
春
秋
」「
世
紀
」

（
中
谷
）、「
新
潮
」「
文
藝
」「
三
田
文
學
」（
小
田
）、
同
人
雑
誌
評
（
外
村
）
が
掲
載
さ
れ
大
家
か
ら
新
人
ま
で
の
小
説
が

具
に
吟
味
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
こ
の
網
羅
的
な
時
評
は
同
人
に
負
担
を
か
け
た
の
か
、
結
局
七
月
号
で
は
ま
た
淀
野
一
人

の
「
文
芸
時
評
」
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
徳
永
直
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
が
点
検
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
次
に
宇
野
の

近
作
を
宇
野
自
身
の
強
度
を
用
い
て
裁
断
、
さ
ら
に
新
人
達
の
諸
作
を
幅
広
く
視
野
に
入
れ
て
い
く
。
初
期
の
「
世
紀
」
は
、

淀
野
の
「
文
芸
復
興
」
へ
の
批
判
的
な
眼
差
し
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
し
か
し
七
月
号
か
ら
は
同
人
外

の
寄
稿
が
目
立
ち
始
め
る
。
中
島
栄
次
郎
「
青
春
の
文
学
に
就
い
て
」、
山
岸
外
史
「
泉
鏡
花
か
ら
」、
長
崎
謙
二
郎
「
私
小

説
に
就
て
の
感
想
」、
古
谷
綱
武
「
浅
見
淵
氏
の
芸
術
」
が
そ
の
嚆
矢
と
な
る
が
、
続
く
八
月
号
に
は
保
田
與
重
郎
「
現
代
の

た
め
に
」
と
山
岸
「
一
ぱ
い
の
麦
酒
」
が
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
保
田
は
「
古
典
は
外
に
で
は
な
く
う
ち
に
あ
」
り
、「
現

代
の
場
合
に
於
て
は
、
む
し
ろ
そ
の
楽
屋
が
あ
ら
は
で
あ
り
、
そ
の
人
の
楽
屋
に
い
や
応
な
し
に
感
動
し
が
ち
」
で
あ
る
こ

と
を
指
摘 　
　
 
自
ず
と
、
淀
野
の
標
榜
す
る
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
風
穴
を
空
け
よ
う
と
す
る
。
ま
た
山
岸
の
評
論
に
は
「
少

し
眠
い
世
界
で
書
い
た
文
字
、
な
か
ば
起
き
な
か
ば
眠
つ
て
ゐ
る
心
理
の
文
字
」
と
い
う
副
題
が
添
え
ら
れ
、
一
切
改
行
の

な
い
ま
ま
、「
こ
う
同
人
雑
誌
の
流
行
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
文
芸
復
興
で
は
な
く
、
却
つ
て
不
健
康
な
時
代
か
も
知
れ
な

い
」
と
思
い
至
る
ま
で
の
長
い
思
弁
が
書
き
連
ね
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
人
の
他
に
保
田
・
山
岸
・
神
保
光
太
郎
が
参
加
す
る
「
現
代
作
家
批
判
座
談
会
」
が
九
月
号
に
掲
載
さ
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れ
る
が
、
口
火
を
切
る
役
が
淀
野
か
ら
尾
崎
へ
と
代
わ
っ
た
こ
と
は
象
徴
的
だ
。
ト
ピ
ッ
ク
も
ま
た
〈
宇
野
浩
二
氏
に
就

て
〉・〈
横
光
利
一
氏
に
就
て
〉・〈
川
端
康
成
氏
に
就
て
〉・〈
小
林
秀
雄
氏
に
就
て
〉
で
あ
り
、
か
つ
て
の
座
談
会
に
あ
っ
た

批
評
基
盤
自
体
へ
の
問
い
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
。
座
談
会
の
終
盤
で
神
保
が
「
小
林
秀
雄
氏
は
狭
い
範
囲
の
批
評
家
で
は

な
い
か
な
」
と
漏
ら
す
に
至
る
転
倒
は
、
創
刊
時
に
淀
野
が
目
指
し
た
道
が
、
同
誌
に
お
い
て
閉
じ
ら
れ
た
こ
と
を
証
し
て

余
り
あ
る
。
そ
し
て
翌
月
、「
世
紀
」
一
〇
月
号
に
太
宰
「
彼
は
昔
の
彼
な
ら
ず
」
は
掲
載
さ
れ
る
。
中
谷
「
思
い
出
の
人
」

（「
太
陽
」
一
九
七
一
・
八
）
に
よ
れ
ば
、
尾
崎
・
浅
見
と
「
相
談
」
し
て
依
頼
し
た
よ
う
だ
。「
編
輯
後
記
」
に
は
「
同
人

外
で
は
あ
る
が
定
評
の
あ
る
太
宰
治
氏
の
力
作
を
得
た
こ
と
は
、
編
輯
者
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
」（
浅
沼
）
と
あ
る
が
、
そ

の
「
得
意
」
の
す
ぐ
横
に
、
川
崎
長
太
郎
「
転
向
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
川
崎
は
、
今
日
の
「
転
向
」
と

初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
か
ら
離
脱
し
た
自
身
の
過
去
を
「
自
惚
れ
」
と
断
り
な
が
ら
重
ね
、
し
か
し
「
嘘
に
も
一
度
左
の

洗
礼
を
う
け
た
も
の
に
は
、
そ
の
痕
跡
が
あ
ざ
の
や
う
に
中
々
消
え
な
い
」
と
漏
ら
し
て
い
る
。
こ
の
雑
文
に
図
星
を
突
か

れ
た
関
係
者
も
い
た
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ば
「
日
本
浪
曼
派
」
の
中
核
を
担
う
執
筆
者
達
が
誌
上
を
席
巻
す
る
こ
と
と
連

動
し
て
、「
昔
の
彼
」
と
「
彼
」
の
同
定
を
拒
む
表
題
を
持
つ
太
宰
の
テ
ク
ス
ト
が
同
誌
に
刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
、
同
世
代
の
文
学
青
年
達
の
動
向
を
端
的
に
捉
え
た
コ
ピ
ー
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。「
彼
は
昔
の
彼
な
ら
ず
」
が
、
冒

頭
で
親
し
く
「
君
」
に
語
り
か
け
、
末
尾
で
は
「
こ
こ
に
ゐ
る
僕
」
と
「
あ
の
男
」
の
同
質
性
に
愕
然
と
す
る
小
説
で
あ
る

こ
と
は
意
味
深
長
だ
。
中
谷
は
緒
方
を
誘
い
率
先
し
て
「
日
本
浪
曼
派
」
を
組
織
し
、
淀
野
も
ま
た
同
人
に
名
を
連
ね
る
こ

と
に
な
る
。
翌
年
四
月
を
も
っ
て
「
世
紀
」
は
終
刊
し
、
中
谷
達
と
は
距
離
を
置
い
た
同
人
達
が
中
心
と
な
っ
て
「
木
靴
」

が
創
刊
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
世
紀
」
に
集
っ
た
「
主
義
主
張
を
同
じ
く
す
る
者
で
は
な
い
」
同
人
か
ら
芥
川
賞
作
家
（
尾

崎
・
小
田
）
や
多
数
の
候
補
（
緒
方
・
川
崎
・
田
畑
・
外
村
・
中
谷
）
が
生
ま
れ
て
い
く
事
実
は
、「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
吟
味

し
続
け
た
淀
野
の
懸
念
と
は
別
の
角
度
か
ら
「
文
芸
復
興
」
を
点
検
す
る
端
緒
と
な
る
だ
ろ
う
。
最
終
号
に
載
っ
た
丹
羽

「
犀
星
贔
屓
」
は
、「
何
も
の
に
も
毒
さ
れ
ず
、
掣
肘
さ
れ
な
い
純
粋
の
形
で
最
初
の
踏
切
り
を
し
て
ゐ
る
」
と
、
宇
野
と
並

び
「
文
芸
復
興
」
の
象
徴
と
な
る
室
生
犀
星
の
小
説
＝
〈
詩
〉
を
絶
賛
し
た
が
、
結
び
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

由
来
、
贔
屓
と
は
引
き
倒
し
の
場
合
が
多
い
も
の
で
あ
る
が
、
贔
屓
は
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
す
る
も
の
ゝ
方
が
愉
し

い
の
で
あ
る
。


